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 真の地方創生の実現のためには、日本各地と東京がそれぞれの魅力を高め、互いに協力し

合うことにより、共に栄え、成長することが必要。 

 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会は、東京のみならず日本全国様々な魅力

を世界に示す絶好の機会。日本各地で、この機会を活かし、経済活性化を実現することが、

我が国の産業振興を図るうえで極めて重要。 

→ 日本各地と東京都が連携して行う、双方の強みを活かし、双方に高い効果が見込まれる産

業振興施策を「ALL JAPAN ＆ TOKYO プロジェクト」として取りまとめ、実施。 

１ プロジェクトの背景 

２ 取組の経緯 

 平成27年11月、「ALL JAPAN ＆ TOKYO プロジェクト」を公表 

 平成27年11月～平成28年2月に各道府県を訪問し、連携の具体化に向けた意見交換を実施 

 平成28年度から、プロジェクトの施策を本格的に実施。各道府県との意見交換の結果等を

踏まえた新たな取組も追加して実施。 

３ 今後の対応 

今後も各道府県と意見交換を行う等、連携の強化を図り、施策を更に充実していく。 

「ALL JAPAN ＆ TOKYO プロジェクト～日本各地と東京 オールジャパンで取り組む産業振興施

策～」（平成27年11月公表）について、各道府県との連携の具体化に向けた意見等を踏まえて実

施している各施策の平成29年度における取組状況を取りまとめました。 
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① 都内・全国の中小企業の受注機会の拡大を後押し 

１．東京2020大会等を契機とする中長期的なビジネスチャンスに向けた
全国の中小企業の活性化 

  (公財)東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織

委員会、(株)東京国際フォーラム、(株)東京ビッグサイト、

(公財)東京都中小企業振興公社、 (公財)東京しごと財団、 

(公財)東京都農林水産振興財団、 (公財)東京観光財団の

計７団体で当システムを電子入札で活用 

  国と連携を図りながら、大手企業等に広くポータルサイ

トへの発注情報の掲載を働きかけるとともに、全国の中小

企業にポータルサイトの登録・利用を呼びかけ 

⇒ 各地方公共団体にプロジェクトへの理解・協力を依頼 

 （例：中小企業に対するポータルサイトの情報提供） 

 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会等を契機とする中長期的なビジネスチャンス

に向けた中小企業等の優れた技術・製品等の活用が一層進むよう、全国の中小企業等も対象とし

て「中小企業世界発信プロジェクト」を実施し、全国の中小企業の活性化に寄与。 
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  東京2020大会等を契機とする官民の入札・調達情報を一元的に集約したマッチングサイト「ビジネス

チャンス・ナビ2020」を平成28年４月に立ち上げ 

⇒ 都内のみならず、全国の中小企業がアクセス可能 

⇒ 全国の中小企業の優れた技術の活用を促進、受注機会の拡大を図る 

  25,000件を超える登録企業数（平成30年３月末現在） 

「ビジネスチャンス・ナビ2020」のシステムイメージ 
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  東京2020大会等を契機とする中長期的なビジネスチャンスに向け、東京だけでなく日本各地の中小

企業が開発した創意あふれる製品・サービス等を一堂に展示する「ビジネスフロンティア・フェア」

を開催し、中小企業の販路開拓を強力に支援（平成28年10月31日～11月２日、東京ビッグサイト） 

  平成29年度は、ギフト・ショー、産業交流展、シーテックジャパンに「東京ビジネスフロンティア

パビリオン」を設け、各地の中小企業の販路開拓を支援。 

  中長期的に見込まれる様々なビジネスチャンスに向けて開発された製品・技術、サービスを表彰す

る「世界発信コンペティション」を開催し、製品等の開発を促進。都内中小企業と日本各地の中小企

業が連携した製品等も対象。 

② 新製品・新サービスの開発・販売を支援 

１.東京2020大会等を契機とする中長期的なビジネスチャンスに向けた全国の中小企業の活性化 
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「東京ビジネスフロンティアパビリオン」 
（シーテックジャパン） 

「世界発信コンペティション」表彰式 
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① 中小企業のロボット産業への参入を支援 

２．全国の中小企業の優れた技術等を活用 

 東京と日本各地の中小企業等が有する優れた技術・製品等の連携を促進し、新たなサービ

スや製品の創出を図る。 

  全国からロボットを活用した新しいサービスの創出を行う企業を公募し、東京都立産業技術研究セン

ター（以下「都産技研」という。）との共同研究・開発を支援 

  平成27年度は８件中４件、28年度は10件中７件、29年度は８件中３件、各地の企業が採択 

  安全認証の支援、展示会等を活用した市場開拓支援等を実施 

  都産技研が開発した要素技術を用いたロボットの実証利用、企業との交流等を日本各地で実施 

  このほかにも、都産技研では、日本各地の中小企業等との共同開発を実施 
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中小企業等との共同研究 

美術館での実証実験の様子 
案内支援ロボット 

実証利用 

商業施設での実証実験の様子 
牽引機能付運搬ロボット 

（産業支援） 

商業施設向け案内ロ
ボット（案内支援） 

テレプレゼンス案内ロボット 

（案内支援） 

リハビリテーションロボット 

（介護支援） 

共同研究の事例 
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② 東京のデザイナーとテキスタイル産地の交流を促進 
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  東京のデザイナーと産地との交流機会を創出（デザイナーの要望に基づき個別に斡旋） 

 新たな素材開発や産地のブランド化を促進 

 独自素材を活用した新たなファッションデザインの創出 

⇒ 相互のニーズに基づきデザイナーと産地を結びつけ、ビジネスチャンスを拡大 

２．全国の中小企業の優れた技術等を活用 

新潟県の繊維メーカーとの 
マッチング実績 
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 ③ 伝統工芸品の多様な魅力の発信   

  伝統工芸品の職人とデザイナー等のマッチングによる高品質でデザイン性の高い新商品開発や、プロモー

ション・展示会出展などの普及促進活動を展開 

 ⇒ 東京と他産地とのコラボ商品なども支援対象とし、伝統工芸品の多様な魅力を国内外に発信 

   開発支援により、他産地とのコラボ商品が平成27年度は３件、28年度は２件誕生 

  第34回伝統的工芸品月間国民会議全国大会を東京で開催（平成29年11月３日～６日） 

  東京国際フォーラム（メイン会場）、ＪＰタワーＫＩＴＴＥ、東京ビルＴＯＫＩＡ、丸ビル（サブ会場）

において東京及び33府県の伝統的工芸品をＰＲ 

他産地とのコラボ商品の例（「東京手仕事」プロジェクト開発支援商品） 

「kuliss～くみひもうるしペン～｣ 

東京くみひも 
× 

津軽塗（青森県） 

「木目込みトレイ」 

江戸木目込人形 
× 

会津塗（福島県） 

２．全国の中小企業の優れた技術等を活用 

「一閑塗を用いた花器」 

江戸漆器 
× 

別府竹細工（大分県） 

「籐と和紙のうちわ」 

東京籐工芸 
× 

細川紙（埼玉県） 

「イロかご」 

東京無地染 
× 

別府竹細工（大分県） 
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④ 産業交流展で「全国ゾーン」を設置 

  東京都内で開催される国内最大級の中小企業の見本市「産業交流展」で 

 「全国ゾーン」を設け、全国の中小企業の技術の展示、事例紹介を実施 

  平成27年度は、「全国ライフサイエンスゾーン」へ32道府県及び５市から 

 43企業・団体が出展（11月18日～20日） 

  平成28年度は、「全国ゾーン」を拡大し、46道府県及び６市から262企業・ 

 団体が出展（10月31日～11月2日） 

  平成29年度は、37道府県及び６市から118企業・団体が出展（11月15～17日） 

  平成28年度から「全国ゾーン」を含む産業交流展出展企業とバイヤー等との商談会を併せて開催 
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⑤ 日本各地で東京の企業と現地の企業との商談会を開催 

 日本各地での商談会の開催など、都内中小企業と各地の企業とのマッチングを促進 

  平成28年度は、10月に新潟県燕三条地域で、11月に福島県で商談会等を実施 

  平成29年度は、６月に熊本県で、10月に新潟県燕三条地域で、30年１月に静岡県浜松市で商談会等を

実施 

２．全国の中小企ｄ業の優れた技術等を活用 

「全国ゾーン」開催状況 
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⑦ 中小企業連携促進ファンドを設立 

  ファンドを創設し、大学、大企業のほか、日本各地の

企業等、様々な主体との連携により、新分野に挑戦する

都内中小企業に対し投資 

  平成28年７月にファンド運営事業者を選定し、平成28

年11月にファンドを設立 

  株式会社ビジョンメガネ（大阪府）、株式会社ホロス

ホールディングス（京都府）、アコール株式会社（宮城

県）などに投資している。 

東京都 ・ 民間資金等 

様々な主体と連携して成長を目指す 
中小企業 

出資 

投資 
経営 

支援 回収 

分配 

中小企業連携促進ファンド 
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２．全国の中小企業の優れた技術等を活用 

⑥ 日本各地で都内の製販企業との医工連携を促進 

  日本各地において、現地の医療機関の医療機器開発に係るニーズの発表会を行い、主に都内にある製

販企業や現地のものづくり企業との連携の機会を提供し、医工連携を促進 

  平成28年度は、29年１月に山梨大学（山梨県）、２月に国際医療福祉大学（栃木県）で合同クラス

ター研究会を開催 

  平成29年度は、東京都が持つノウハウやネットワークを各地に提供し、５月に国立長寿医療研究セン

ター・あいち小児保健医療総合センター（愛知県）、９月に松本歯科大学（長野県）、12月に自治医科

大学（栃木県）、２月に国際医療福祉大学（栃木県）で医療ニーズ発表等が行われた。 
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⑧ 日本の匠の技の魅力を発信する「ものづくり・匠の技の祭典」を開催 

 都内のみならず、全国から伝統的な匠の技と最先端のものづくり技術を集めて展示 

  衣・食・住・工の様々な分野の、優れた技を見るだけでなく、自ら体験する等、外国人を含め、誰もが

楽しむことができるイベント 

 ⇒ 多くの人がものづくりに理解を深め、「ものづくり」をもっと身近に 

  平成28年度に初開催。33都府県135団体が出展（８月10～12日、東京国際フォーラム） 

  平成29年度は、24都府県77団体が出展（８月９～11日、東京国際フォーラム） 

  地下１階「全国ブース」を設け、日本各地の逸品の展示・販売の他、ものづくりの実演や体験を実施 

 イベント開催に併せ、出展者と東京のデザイナーやバイヤー等との交流会も開催 
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２．全国の中小企業の優れた技術等を活用 

地下１階全国ブース 
 

たまご焼き体験 

全日本製造業コマ大戦 

着物ショー 

上棟式 
オープニング 

https://www.monozukuri-takumi-expo.tokyo/com/img/flr/list/ps29.jpg
https://www.monozukuri-takumi-expo.tokyo/com/img/prgrm/list/ps7.jpg
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３．日本各地と連携した農林業振興 

ブランド豚「トウキョウＸ」 

 日本各地と相互に協力し、国内農林産物の生産・流通を拡大することで、各地と東京の農林

業の収益力を向上させる。 
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① 東京のブランド豚「トウキョウＸ」の生産拡大により、日本各地と東京の

養豚農家の収益力向上・経営安定に貢献 

  今後、さらなる生産拡大に向け、流通業者等と連携して都外畜産農家に

トウキョウＸの生産を勧め、都外生産者を増加 

  生産効率を向上させるための技術開発や技術指導の強化、生産者・流通

業者と連携したＰＲ 

  宮城県、茨城県、群馬県、山梨県の４県で約9,000頭生産（平成30年３

月末現在） 

TOKYO X-Association 
によるPR活動 
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② 東京の地域材と他県産木材の利用を促進 

国体で使用したスポーツ施設における木材利用 12 

３．日本各地と連携した農林業振興 

  木材の利用拡大に向けて、日本各地と連携した木材製品展示会「ＷＯＯＤコレク

ション（モクコレ）」を都内で開催 

 ・ 平成28年２月、都立産業貿易センター台東館で、長野県、岐阜県と連携して初

開催（51者出展、約500人来場） 

 ・ 平成29年１月、東京ドームプリズムホールで、15道県と連携して開催  

（134者出展、約1,300人来場） 

 ・ 平成30年１月、東京ビッグサイトで、32道府県と連携して開催     

（324者出展、約4,000人来場） 

  建材・木材製品等製造業、商社・卸売業建築設計・デザイン事務所等が多数来場 

  都内のイベントにおいて、他県産木材のＰＲも実施 

  庁舎や都関連施設において、他県産木材も利用 

  「東京しごとセンター」で他県産広葉樹を使用したベンチを導入 

 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会会場等において、国産木材の利

用を促進 

 

「WOODコレクション2018」 
開会式・展示・セミナーの状況 

東京しごとセンターのベンチ 



ALL JAPAN 

③ 日本各地の農林水産物の東京での販路拡大 
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３．日本各地と連携した農林業振興 

  46道府県と東京の特産品を掲載したガイドブックを作成し、東京のバイヤー等に配布 

  ガイドブックを活用し、平成30年１月、日本各地と東京の加工食品、農林水産物等の商談会を東京都

立産業貿易センター台東館（台東区）で開催。15県が商談会に参加し、10府県がパンフレット等による

ＰＲを行った。 

  平成29年４月、南新宿に開設した「ＪＡ東京アグリパーク」では、全国のＪＡグループ等と連携し、

国内産農産物等のＰＲイベントや展示即売会を開催 

ガイドブック（表紙、中扉） 商談会   アグリパークＰＲイベント 



ALL JAPAN 

東京 

各地の 
空港 

海外 

① 日本各地と連携して東京と各地との観光ルートを設定し、外国人旅行者が 

 東京と日本各地の双方を訪れるよう誘致 

  東京都と他の地方公共団体、民間事業者が連携し、東京と各地を結ぶ観光

ルートを設定 

•  平成27年度から東北地域、28年度から中国・四国地域、29年度から九州地

域で設定 

•  28年度には、熊本県・大分県の復旧・復興に向けての取組を支援するため、

両県で設定 

 共同で世界に向けて積極的発信 

•  海外メディア等を招聘し、観光ルート体験。ＷＥＢサイトを開設して体験

記を世界に発信（英語、中国語［簡体字・繁体字］、韓国語、タイ語、ドイ

ツ語、イタリア語、スペイン語、フランス語の９言語） 

• ３６０度ＶＲ（バーチャルリアリティ）動画による各地の映像体験が可能 

• 航空会社・鉄道会社の媒体を利用した集中ＰＲを実施 

  Ｗｅｂサイトで日本各地の祭り等の情報を発信し、各地に外国人旅行者を

誘致（日本語、英語、中国語［簡体字、繁体字］、韓国語の５言語） 

４．日本各地と連携した外国人旅行者誘致 

 東京と日本各地が連携し、外国人旅行者が東京と各地の双方を訪れるよう誘致を進め、全国

で外国人旅行者による経済効果を高める。 

14 

日本の祭り等の情報を発信するWEBサイト 



ALL JAPAN 
東京と東北を結ぶ観光ルートの事例紹介（東京→福島行程） 【その他、東京・東北各県市を結ぶ観光ルートで巡

るおすすめ観光スポット】 
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東京都：渋谷 

岩手県：中尊寺 

東京都：明治神宮 

青森県：奥入瀬渓流サイクリ 

    ング 
青森県：奥入瀬渓流 

東京都：日本橋 

仙台市：瑞鳳殿 

仙台市：瑞鳳殿 

東京都：茶道体験＠歌舞伎座 

宮城県：松島 

宮城県：松島 

テーマ：MIRAI＆SAMURAI（ミライと昔～追体験～） 

内 容：東京のハイテクノロジー体験から未来を感じて、サムライシティ会

津で歴史・文化を追体験します。 

日本科学未来館 

都県のおすすめ観光スポット 

福島 

大内宿 

喜多方の 
街歩き 

宿泊施設 

移動し翌日 
ANAで帰国 

福島 

白水阿弥陀堂 

東京 

宿泊施設 

六本木の 
アート施設 

新橋コリドー街 

福島 

JR 

新幹線   

宿泊施設 

鶴ヶ城 

JR 東京駅発 

JR 郡山駅着 

東京都：渋谷 

東京都：神田明神 

山形県：羽黒山五重塔 

東京都：神田明神 

東京都：東京タワー 

秋田県：田沢湖スキー場 

秋田県：田沢湖スキー場 東京都：日本科学未来館 福島県：鶴ヶ城 



ALL JAPAN 
東京と中四国を結ぶ観光ルートの事例紹介（東京→鳥取行程） 

テーマ：SAND & BUILT-UP（砂と街）            

内 容：都庁の展望台から新宿の高層ビル群を眺めた後は、日本で最

大規模の砂丘を有する鳥取県で、砂丘アートやアクティビ

ティを楽しみます。まだ知らない日本を発見できる旅。 

【その他、東京・中四国各県を結ぶ観光ルートで
巡るおすすめ観光スポット】 

東京都：スカイバス夜景 

広島県：尾道 

東京都：スカイバス夜景 

東京都：都庁展望室 鳥取県：鳥取砂丘 

東京都：隅田川クルーズ 
    （ホタルナ乗船） 
岡山県：倉敷美観地区 東京都：隅田川クルーズ 

香川県：栗林公園 

東京都：江戸東京博物館 

高知県：竹林寺 

高知県：竹林寺 

東京都：根津美術館 
香川県：栗林公園 

16 

都庁展望室 

都県のおすすめ観光スポット 

鳥取 

三徳山三佛寺 

宿泊施設 

移動し翌日 
ANAで帰国 

鳥取 東京 

宿泊施設 

月島 

深大寺 

鳥取 

ANA 

宿泊施設 

鳥取砂丘・ 
砂の美術館 

羽田空港発 

米子鬼太郎空港着 

水木しげるロード・

水木しげる記念館 

浦富海岸 

東京都：原宿竹下通り 

島根県：出雲大社 

島根県：出雲大社 

東京都：TOKYOパノラマドライブ 
    （はとバス） 
山口県：角島 

山口県：角島 

東京都：浜離宮 
徳島県：祖谷のかずら橋 

徳島県：祖谷のかずら橋 

東京都：浅草 
愛媛県：道後温泉 

愛媛県：道後温泉 



ALL JAPAN 

テーマ：THE ABDITORY（隠れた魅力） 

内 容：東京の古き良き下町風情が残る商店街、懐かしくもあり新しい発見

がある町・谷根千。熊本では全国でも屈指の源泉、泉質の異なる

内牧温泉＝温泉天国をたっぷりと体感し、魅力を発見しよう。 

【その他、東京・九州各県を結ぶ観光ルートで巡る
おすすめ観光スポット】 

17 
東京都：谷中銀座・根津神社 熊本県：内牧温泉 

東京都：江戸切子づくり体験 

    （すみだ江戸切子館） 

佐賀県：大川内山 

東京都：Book & Bed 

福岡県：太宰府天満宮 

東京都：Book & Bed 

東京都：水上バス（浅草～ 

    日の出桟橋） 

大分県：日田温泉 
東京都：水上バス 

東京都：水上バス（葛西～ 

    お台場ライン） 

宮崎県：青島神社 
宮崎県：青島神社 

東京都：すみだ北斎美術館 

鹿児島県：桜島 

鹿児島県：桜島 

佐賀県：大川内山 

東京都：国立西洋美術館 

長崎県：大浦天主堂 
長崎県： 

大浦天主堂 

東京と九州を結ぶ観光ルートの事例紹介（東京→熊本行程） 

都県のおすすめ観光スポット 

熊本 

熊本城 

宿泊施設 

移動し翌日 
JALで帰国 

熊本 東京 

宿泊施設 

谷中銀座・ 
根津神社 

六義園 

神楽坂 

熊本 

JAL 

内牧温泉 
（宿泊） 

羽田空港発 

阿蘇熊本空港着 

大観峰 

イルカウォッチング 



ALL JAPAN 

② 経済効果の高いＭＩＣＥを国内他都市と連携して誘致 

【報奨旅行の誘致イメージ】 

４．日本各地と連携した外国人旅行者誘致 
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  国内の複数都市を周遊する報奨旅行の誘致に向けて、積極的に誘致に取り組む国内他都市と連携

したプロモーション活動を実施 

 ・ 東京と他都市の魅力を紹介するＰＲ冊子やウェブサイトの作成、開催地の決定に影響力

を持つミーティングプランナー等を対象とした招聘旅行などを実施 

  国際会議等の主催者に対し、参加者が連携都市を訪れるモデルコースを造成し、提案 

  平成28年度は、札幌市、石川県、京都市、福岡市と連携 

  平成29年度は、新たに名古屋市、沖縄県と連携 



ALL JAPAN 
４．日本各地と連携した外国人旅行者誘致 
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③ 日本各地の道府県の提案に応じ、訪日外国人誘致プロモーションを共同実施 

  日本各地の道府県の提案に応じ、海外メディアの招聘や商談会への

参加など、双方の観光資源を活用した共同プロモーションを行い、各

地と東京の双方への外国人旅行者の誘致を推進 

  平成28年度から、富士箱根伊豆国際観光テーマ地区推進協議会を主

体とする富士・箱根伊豆エリア、千葉県を主体とする１都３県エリア、

宮城県を主体とする北海道・東北エリア、石川県を主体とする東京～

北陸沿線エリアの道府県と連携 

  29年度からは、沖縄県を主体とするエリアとも連携 

④ 東京圏大回廊を活用した観光振興 

  関東観光広域連携事業推進協議会で形成した広域関東周遊ルート「東京圏大回廊」を踏まえ、観光地

と東京を結ぶ観光ルートを設定し、旅行商品の造成支援や共同プロモーションを実施する。 

  29年度は、合計10本の観光ルートを設定し、旅行商品を造成 

招聘事業の様子 
（江戸東京たてもの園、平成29年度） 



ALL JAPAN 

  日本各地の道府県が都内に設けているアンテナショップの情報を発信 

 ・ 日本全国物産展でパンフレットを提供 

 ・ 都内全戸配布の広報紙「広報東京都」平成28年３月号、平成29年１月号に
各アンテナショップの情報を掲載。 

① 都内アンテナショップの情報の発信 

５．東京で日本各地の魅力に触れる機会の充実 

 東京と日本各地が連携し、東京で各地の多様な魅力に触れる機会の充実を図る。これにより、

東京の魅力を高めるとともに、各地の観光振興や物産販売にも寄与。 
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  都内にある各アンテナショップを回遊するスタンプラリーを実施。  

  33都県市、31ショップが参加。（平成29年２月～３月） 

  東京を訪れた外国人個人旅行者が気軽に日本各地を訪れるよう、

東京と日本各地の魅力的な観光資源を海外に向けて広く発信する

ポータルサイトを開設し、各アンテナショップ情報を掲載。 

 （平成29年３月） 

  平成29年度からは、ポータルサイトにおいて、都内で開催される

日本各地のイベント情報も掲載 

アンテナショップ紹介冊子 
兼スタンプラリー台紙 



ALL JAPAN 
５．東京で日本各地の魅力に触れる機会の充実 

② 東京都の観光情報センターで全国の観光情報を提供  

  東京都庁、バスタ新宿（新宿高速バスターミナル）、京成上野駅、羽田空港（国際線旅客ターミナル）、

多摩（エキュート立川）において、全国の観光情報を多言語で提供 
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  バスタ新宿内に設置された観光情報センターでは、全国の観光情報の提供に加え、外国人旅行者向けの

旅行商品の販売や宅配・手荷物預かりサービスなど、旅行者のニーズを捉えたワンストップサービスを提

供 

東京都庁 羽田空港（国際線旅客ターミナル） 京成上野駅 多摩（エキュート立川） 



ALL JAPAN 

東京 

５．東京で日本各地の魅力に触れる機会の充実 

③ 都内で開催される民間大規模イベントを活用し、東京をはじめ各地の観光ＰＲ 

 を実施 

  集客力の高い民間大規模イベント「ふるさと祭り東京2018」（東京

ドーム）に都が特設ブースを確保。 

  東京をはじめ各地のマラソン大会紹介を切り口とした「魅力発見！

全国ご当地マラソン2018」を開催し、平成29年度は東京を含む22地域

の観光資源等の情報を発信 

  平成27年度から継続して開催 
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④ 日本各地と都内の各自治体が連携した観光資源の磨き上げを後押し 

＜日本各地と連携した取組イメージ＞ 

・共同物産展、共同イベント等の開催 
・特産品を活かした共同商品開発 
・アンテナショップを通じた連携など 

  日本各地と都内の各自治体が連携して実施する共同展示や

パンフレット作成等の取組を支援し、新たな観光資源の磨き

上げを促進 

(例)台東区と会津若松市など
を紹介するマップ 

魅力発見!ご当地マラソン2018 



ALL JAPAN 

⑤ 日本全国物産展（LOCAL SPECIALTIES FAIR）を開催 

⑥ 都庁舎の「全国の自治体の観光情報発信拠点」での各地の観光ＰＲ 

全国観光ＰＲコーナー 
（第一本庁舎２階） 23 

  年間約200万人（平成28年度実績）が訪れる都庁第一本庁舎45階展望室において実施 

  都道府県ごとに陳列スペースを設け、特産品を販売 

  外国語（英・中・韓・タイ）に対応可能な案内スタッフに加え、販売商品を多言語で

確認できるタブレットを設置。クレジットカードが利用可能なほか、外国人旅行者向け

に免税手続カウンターを設置 

  平成28年度は４月27日から、29年度は４月１日から通年で開催し、それぞれ５万人 

 を超える購入者 

 都庁第一本庁舎２階で「全国観光ＰＲコーナー」を運営 

 全国自治体が観光等のＰＲイベントを実施（H29実績：30団体超） 

 全国自治体の観光パンフレット等を常時配置し、情報を発信 

 東日本大震災や熊本地震の被災地のパンフレットコーナーを設置 

 多言語で全国の自治体の観光案内 

５．東京で日本各地の魅力に触れる機会の充実 



ALL JAPAN 

⑦ 「東京味わいフェスタ」を開催し、東京産食材等のほか、日本各地のグルメ等を

提供 

伝統工芸品の展示・販売 キッチンカーとテラス 
24 

  「東京味わいフェスタ」を開催し、東京の農林水産物、伝統工芸品の展示・販売、東京産食材を

使った有名シェフの料理の提供等を実施 

  東京のみならず、全国各地のグルメ、特産品の紹介・販売 

  平成28年度は、10月に丸の内・有楽町・日比谷エリアで開催し、有楽町において17府県のグルメ等

を販売、11月に臨海副都心エリアで開催し、14県のグルメ等を販売 

  平成29年度は、９月に臨海副都心エリアで開催し、19府県のグルメ等を販売、10月に丸の内・有楽

町・日比谷エリアで開催し、有楽町において９県のグルメ等を販売 

全国各地の特産品の展示・販売 

５．東京で日本各地の魅力に触れる機会の充実 


